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（受付時間／月～金 9：00 ～ 17：00）
携帯電話からは 03-3269-2190
ご予約電話 0120-128-177 東京 予防医学 検索

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp
予約前後に健康保健組合様へのお手続きが必要な場合がございます。
健康保健組合様の指示に従い、お手続きをお済ませください。
お支払いには各種クレジットカードをご利用いただけます。

健康的な毎日を送れるよう、精度の高い検査と心をこめたサービスで、
皆様の健康づくりをサポートいたします。

体と向き合う時間をつくりませんか
人間ドック          公益財団法人 

東京都予防医学協会の

マルチスライスCTで
高品質の健康チェック

特定保健指導の
初回面接が可能

管理栄養士考案の
お弁当ランチをご提供

ワンフロアでスムーズな
検診を実現

大腸内視鏡検査など
アフターフォローも充実

人間ドック

5つの
特色

小
児
救
急
医
療
と

学
校
心
臓
検
診

［ 

学
校
保
健
特
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］

あ な た の 健 康 づ くりを 全 力 サ ポ ート！

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp
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スマートミール認証を取得しました



公益財団法人東京都予防医学協会

保健会館クリニック
〒162-8402 東京都新宿区市谷砂土原町1-2
TEL  03-3269-1151
URL  https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/hokenkaikan/

ADDR E S S

※診療スケジュール等を変更する場合がございます。最新情報はホームページをご覧ください。

診療科目

内科 内分泌科 消化器内科 循環器内科

肺放射線診断科 糖尿病内科 婦人科 乳腺外科

呼吸器内科

▶JR総武中央線「市ヶ谷」駅より徒歩5分
▶東京メトロ有楽町線・南北線

 「市ヶ谷」駅5・6出口より徒歩2分
▶都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」駅より徒歩5分

A C C E S S

月曜日 ～ 金曜日 ･･･････9:00～16:30
第 1・3・5土曜日 ･･･････9:00～11:30
※初診の受付 午前 ･･･････9:00～11:00

 午後 ･････13:00～16:00

受 付 時 間

あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！

●発行人／久布白兼行
●編　集／広報室

2022 WINTER  

No. 15

24 本会の活動から 25 Information

16
健康づくりを応援したい！ 連載

体重管理を始めませんか？

【保健師コラム】14 保健会館クリニックの医師がお答えします！ 連載

岡田知雄
子どもの肥満・脂質異常

神奈川工科大学健康医療科学部
管理栄養学科 特任教授

柳沢如樹

リレーエッセイ 感染症とともに生きる 連載11
地域から発信できる
感染症対策をめざして

10 睡眠学入門 快適な眠りにいざなうために 連載

睡眠障害からみた
神経発達症とは
小曽根基裕 久留米大学医学部

神経精神医学講座 主任教授

西　真紀子 歯科医師

定期検診の間隔と歯周病のこと

12 ニューノーマル
口腔ケアはどう変わる？ 連載

女性が抱える
健康問題とその予防 連載

北村邦夫 日本家族計画協会 会長

「月経を支配する女性」になろう

13

柳沢クリニック 院長

学校保健特集

東邦大学医療センター大森病院小児科 教授松裏裕行
小児救急医療と学校心臓検診06

C O N T E N T S
04 年頭に寄せて

尾﨑治夫 公益社団法人東京都医師会 会長 ／田中敦子 東京都福祉保健局 技監

23 思い出のランドセルギフト

18
体力をつけるコツ 連載

防衛体力とは何か？

【健康運動指導士コラム】17
運動を楽しく続けるための「食」サポート 連載

ご飯は太る？

【管理栄養士コラム】

20 こんにちは ！ 
健康支援センターです ！

19 おすすめの一冊　
ケリー・マクゴニガル

『スタンフォードのストレスを力に変える教科書』
南　昌平 聖隷佐倉市民病院 名誉院長



年 頭 に 寄 せ て
H a p p y  N e w    Y e a r  2 0 2 2

年
は
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
と
私
ど
も
医
師

会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た

健
康
診
断
、
が
ん
検
診
の
受
診
者
を
増
や
す
べ

く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
を
皮
切
り
に
２
０
４
０
年
ま
で

超
高
齢
社
会
が
続
い
て
い
く
日
本
で
は
、
医
療

や
介
護
に
か
か
る
費
用
の
さ
ら
な
る
増
大
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
予
防

医
療
に
力
を
注
ぎ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
東
京
都
予
防
医

学
協
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も

の
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早
期
が
ん
の
発
見
の
遅
れ
、
進
行
が
ん
で
見

つ
か
る
ケ
ー
ス
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
日
本
対
が
ん
協
会
と
日
本
癌
学
会
、
日
本

癌
治
療
学
会
、
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
の
３
学

会
が
共
同
で
実
施
し
た
調
査
で
は
、

２
０
２
０
年
の
が
ん
診
断
件
数
は
、
前
年
比

９
・
２
％
減
の
８
万
６
６
０
件
で
、
こ
の
結

果
か
ら
推
測
す
る
と
、
全
国
で
は
胃
・
肺
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
の
５
つ
の
が
ん
で
、

４
万
５
０
０
０
人
の
診
断
が
遅
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
か
な
り

落
ち
着
い
て
く
る
と
予
測
さ
れ
る
２
０
２
２

す
る
た
め
、「
保
健
・
医
療
提
供
体
制
確
保
計
画
」

を
地
域
の
関
係
者
と
協
議
の
上
、
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
感
染
症
以
外
の
医
療

や
保
健
活
動
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。感
染
症
の
拡
大
期
に
あ
っ
て
も
、

生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
予
防
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
都
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
感
染
防
止

に
努
め
な
が
ら
、
都
民
が
安
心
し
て
検
診
・
健

診
を
受
診
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
積
極
的
な

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
福
祉
保
健
局
で
は
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
東
京
の
実

現
を
め
ざ
し
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
や
区
市
町
村
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

を
進
め
る
と
と
も
に
、
宿
泊
療
養
施
設
や
酸

素
・
医
療
提
供
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
、
貴
協
会
か
ら

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

医
療
従
事
者
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
感
染
拡
大
が
中
長
期
的
に
反
復
し

て
起
こ
る
こ
と
に
備
え
て
、
昨
年
11
月
、
陽

性
確
認
前
か
ら
回
復
・
療
養
解
除
後
ま
で
切

れ
目
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
に
対
応
可
能
で
、
地
域
住
民
が
安
心
で
き

る
総
合
的
な
保
健
・
医
療
提
供
体
制
を
整
備

尾
﨑
治
夫

公
益
社
団
法
人

東
京
都
医
師
会 

会
長

田
中
敦
子

東
京
都
福
祉
保
健
局 

技
監

　
日
頃
か
ら
東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
皆
様

に
は
、
東
京
都
の
福
祉
保
健
医
療
行
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

発
生
以
来
、
感
染
拡
大
の
波
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
夏
の
災
害
級
の
感
染
状

況
と
も
い
わ
れ
た
第
５
波
で
は
、
想
定
を
上

回
る
規
模
・
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
が
拡
大
し
、

保
健
・
医
療
業
務
に
大
き
な
影
響
を
生
じ
ま

し
た
。
都
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
病
床
確
保

０
２
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

２
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

２
０
２
１
年
11
月
は
、
東
京
都
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
も
10
～
20
人
台
を
推

移
し
て
い
ま
す
。
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
第

６
波
が
来
て
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
第
５

波
の
反
省
も
踏
ま
え
て
医
療
提
供
体
制
を
再

整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
全
体
で
70
％
を
超
え
、
先
進
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
接
種
率
に
な
っ
て
い
る
日
本
の

現
状
を
考
え
る
と
、
引
き
続
き
、
手
洗
い
・

マ
ス
ク
な
ど
、き
ち
ん
と
予
防
対
策
を
と
り
、

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
行
し
、
経
口

の
重
症
化
予
防
薬
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

２
０
２
２
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
だ
い
ぶ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
近
い
感
染

症
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え

感
染
者
が
あ
る
程
度
増
え
て
き
て
も
、
重
症

者
の
発
生
は
か
な
り
抑
え
ら
れ
る
は
ず
で

す
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
機
関
へ
の
受

診
抑
制
の
影
響
か
ら
、
が
ん
検
診
を
は
じ
め

と
す
る
検
診
受
診
率
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う

新
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小
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1982年防衛医科大学校医学科卒業、1987
年東邦大学小児科学講座助手、1992年米
国留学、1995年東邦大学小児科学教室講
師、2004年同小児科准教授（病院）を経
て2017年６月から現職。日本小児科学会
専門医、日本小児循環器学会専門医、日
本成人先天性心疾患（暫定制度）専門医。

松裏 裕行
ま つうら 　ひ ろゆき

東邦大学医療センター
大森病院 小児科
教授

児
童
生
徒
の
心
疾
患
の
早
期
発
見
と
突
然
死
予
防
の
た
め
、

学
校
心
臓
検
診
に
心
電
図
検
査
が
義
務
化
さ
れ
て
26
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ま
た
、近
年
多
く
の
学
校
で
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）が

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
適
切
に
活
用
さ
れ
ず
に

救
命
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
も
起
き
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、小
児
循
環
器
病
学
、小
児
救
急
医
学
が
ご
専
門
で
あ
る

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
の
松
裏
裕
行
先
生
に
、

学
校
心
臓
検
診
の
意
義
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

者
ら
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
得
な
か
っ
た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
5

。
そ
の
苦
い
教

訓
を
基
に
、
教
育
委
員
会
と
ご
遺
族
に

よ
り
「
体
育
活
動
時
等
に
お
け
る
事
故

対
応
テ
キ
ス
ト
：
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
」

が
作
成
さ
れ
、
熱
心
な
普
及
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
6

。

　
一
方
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着
＝
電
気
的
除
細

動
の
実
施
」
と
誤
解
し
て
い
る
方
は
少

な
か
ら
ず
存
在
し
、
筆
者
も
教
員
か
ら

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
心
臓
検

診
に
よ
っ
て
初
め
て
心
筋
症
が
診
断
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
2

、
学
校
心
臓
検
診

に
課
せ
ら
れ
た
責
任
は
重
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
本
稿
で
は
学
校
心
臓
検
診
に
長
年
参

　
学
校
管
理
下
で
の
内
因
性
突
然
死
は
、

２
０
１
０
年
以
降
は
生
徒
10
万
人
年
あ

た
り
０
・
１
件
未
満
と
、
か
つ
て
の
数

分
の
１
以
下
に
低
下
し
ま
し
た
。

　
そ
の
大
き
な
要
因
は
教
職
員
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
と
学
校
心
臓
検
診
に
よ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
1

。
基
礎
疾
患
を
有

し
な
い
乳
幼
児
が
心
電
図
を
記
録
す
る

機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
小
学
１

年
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
受
検
す
る
学
校
心

臓
検
診
の
意
義
は
極
め
て
大
き
く
、
世

界
中
で
も
恐
ら
く
日
本
だ
け
の
制
度
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
不
整
脈
や
心
筋
症
は
一
般
に

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
症
例
数
も
増
え

加
し
て
き
た
筆
者
の
私
見
を
基
に
、
小

児
救
急
医
療
の
話
題
を
交
え
検
診
の
意

義
と
課
題
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
児
童
が
運
動
中
に
失
神
し
た
場
合
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装
着
す

る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
可

能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
器
も

市
販
さ
れ
て
い
る
の
で
、
装
着
し
て
実

際
に
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作

す
る
訓
練
の
普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
学
習
指
導
要
領
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
講
習
は
ま

だ
ご
く
一
部
で
行
わ
れ
て
い
る
の
み
で

す
の
で
、
日
本
小
児
科
学
会
小
児
救
急

委
員
会
や
日
本
小
児
循
環
器
学
会
が
児

童
生
徒
へ
の
一
次
救
命
処
置（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）

教
育
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
前
述
の
よ
う
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
児
童
生
徒

の
救
命
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
も
の
の
、
事
前
に
心
疾
患
の
診
断
が

な
さ
れ
て
い
た
の
は
約
３
割
強
に
過
ぎ

な
か
っ
た
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
、小
・

中
学
校
、
高
校
の
各
１
年
生
全
員
を
対

象
と
し
た
学
校
心
臓
検
診
の
重
要
性
と

限
界
に
つ
い
て
は
検
証
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
１
次
検
診
で
要
精
検
と
な
る
割

合
は
１
〜
３
％
が
適
正
と
考
え
ら
れ
る

の
に
、
抽
出
率
の
地
域
差
が
大
き
く
、

　
わ
が
国
の
児
童
生

徒
の
学
校
管
理
下
の

突
然
死
は
、
事
故
な

ど
外
因
性
を
除
け
ば

60
〜
70
％
が
心
臓
性

と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
3

。
か
つ
て
は
年

間
１
０
０
人
以
上
で

あ
っ
た
学
校
管
理
下

の
心
臓
突
然
死
は
、

関
係
者
の
努
力
に
よ

り
大
幅
に
減
り
、
特

に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を

含
む
心
肺
蘇
生
法
の

普
及
の
効
果
が
大
き

い
よ
う
で
す
。

　
２
０
１
０
年
代
後

半
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
て
電

気
的
除
細
動
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

５
年
間
で
約
１
５
０

人
も
の
児
童
生
徒
が

救
命
さ
れ
、
し
か
も

そ
の
３
分
の
２
は
後

遺
症
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
２
０
１
７
年
の
日
本
学
校
保

健
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
、
救
命

率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
児
童
生

徒
の
心
原
性
院
外
心
停
止
の
原
因
と
し

て
運
動
関
連
が
66
％
で
あ
り
、
心
停
止

の
場
所
も
校
内
の
運
動
関
連
場
所
が
84

％
を
占
め
る
4

の
で
、
使
用
法
の
習
得

に
加
え
設
置
場
所
や
台
数
な
ど
に
つ
い

て
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
教
員
へ
の
心
肺
蘇
生
講
習
は

急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
救
急
現
場
に
居
合

わ
せ
た
人
）
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
施
行
の
92
％
は
教
員
に
よ
る
4

と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
２
０
１
１
年
に
小
学
６
年
生

の
女
児
が
駅
伝
の
課
外
練
習
中
に
倒
れ

死
亡
す
る
事
故
に
お
い
て
は
、「
け
い

れ
ん
」
や
「
喘
ぐ
よ
う
な
呼
吸
（
＝
死

戦
期
呼
吸
）」
が
あ
っ
た
た
め
に
救
助

東京都予防医学協会における心臓検診のシステム図1

至急受診が
必要な場合は
検診実施後
１～３日以内に
学校へ連絡

専門医による
総合判定

（２次検診当日に
結果を通知）

専門医による判読

１次検診（各校巡回で実施）
・アンケート調査
・学校医聴打診
・担任・養護教諭の日常観察
・経過観察者

・小・中学生
　４誘導心電図および2点心音図

    2022年度より原則、
  12誘導心電図に変更します

・高校生
　12誘導心電図

２次検診（本会健診センターで実施）
・専門医診察
・12誘導心電図
・その他の必要な検査
　（運動負荷心電図・胸部X線撮影・心臓エコー検査）

至急対応

２
．学
校
管
理
下
の
心
肺
蘇
生

１
．は
じ
め
に

３
．学
校
心
臓
検
診
の

現
状
と
課
題

67 2022  WINTER 2022 WINTER
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視
点
を
少
し
変
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
小
児
救
急
の
現
況
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
ぼ
２
年
間
に
わ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―
19
と

あ
え
て
略
し
ま
す
）
感
染
関
連
の
ニ
ュ

ー
ス
が
文
字
通
り
毎
日
マ
ス
コ
ミ
に

大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
影
響
は
学
校
心
臓
検
診
に
も
お
よ

が
悪
け
れ
ば
彼
ら
に
最
悪
の
事
態
が
生

じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
現
在
の
制
度
で
は
小
学
１
年

生
か
ら
中
学
１
年
生
の
検
診
ま
で
心
電

図
を
記
録
す
る
機
会
が
な
く
、
学
校
管

理
下
で
プ
ー
ル
の
授
業
、
運
動
が
活
発

な
小
学
生
の
身
体
的
発
育
、
思
春
期
発

来
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
予
算
面
な
ど

課
題
が
多
い
も
の
の
小
学
４
年
生
で
の

心
電
図
検
診
は
十
分
価
値
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

び
、
３
密
回
避
を
目
的
に
１
次
検
診
の

延
期
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
他
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た

が
、
全
国
の
小
児
科
、
特
に
開
業
医
の

方
々
は
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
の
マ
ス
コ
ミ
で
は
小
児
科
患
者
数

が
激
減
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ―

19
流
行
に
よ
る
失
職
・
休
職
が

原
因
で
保
護
者
が
金
銭
的
に
余
裕
が
な

く
な
っ
た
の
で
受
診
を
控
え
た
た
め
、

と
憶
測
で
報
道
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
実
態
は
、
や
は
り
真
に
感
染
症
が
激

減
し
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
だ
っ
た
よ

う
で
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
日
本

中
に
は
数
％
〜
10
％
と
な
る
自
治
体
が

あ
り

7

、１
次
検
診
の
質
の
管
理
も
重
要

な
課
題
で
す
。

①
心
臓
検
診
調
査
票

　
心
電
図
記
録
に
先
立
ち
各
家
庭
に
心

臓
検
診
調
査
票
を
配
布
し
て
、
心
疾
患

の
既
往
歴
と
動
悸
や
失
神
な
ど
心
疾
患

を
疑
わ
せ
る
症
状
の
有
無
を
記
入
し
て

も
ら
い
心
電
図
判
読
の
際
に
参
考
に
し

ま
す
が
、筆
者
は
特
に
動
悸
の
性
状（
頻

脈
の
程
度
、
症
状
の
出
現
・
消
失
の
パ

タ
ー
ン
）
お
よ
び
失
神
の
有
無
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
正
確
を
期
す
る
た
め
に
は

保
護
者
の
協
力
が
必
須
で
す
。
生
徒
自

身
が
記
入
し
た
り
教
員
が
本
人
か
ら
聞

き
取
っ
て
代
筆
し
た
り
、
未
記
入
の
ま

ま
調
査
票
を
提
出
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
ぜ
ひ
児
童
生
徒
の
家
族
へ
の
正
し

い
指
導
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
調
査

票
の
利
用
率
が
ま
だ
40
〜
50
％
台
の
地

域
が
あ
る

7

と
の
こ
と
で
す
が
、
検
診

の
精
度
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
で

す
。

②
心
電
図
の
記
録
方
法
に
つ
い
て

　
か
つ
て
は
標
準
12
誘
導
心
電
図
の
代

わ
り
に
「
省
略
４
誘
導
＋
心
音
図
」
を

記
録
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
近
年
は
大
学
病
院
で
さ
え
心
音
図

を
記
録
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
判
定
す
る
わ
れ
わ
れ
小
児
循
環
器

小
児
科
学
会
※
が
管
理
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｑ
Ｑ 

こ
ど
も

の
救
急
」（
図
２
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
数

の
変
化
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
サ
イ
ト
は
乳
幼
児
の
急
性
疾
患
に
対

す
る
対
処
法
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携

帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
簡

単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
、
い
わ
ば
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ト
リ
ア
ー
ジ
を
目
的
と
し
た

サ
イ
ト
で
す
。
日
本
小
児
科
学
会
小
児

救
急
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

19
流
行
以
前
は
年
間

４
０
０
０
万
件
も
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
り
ま

し
た
が
、
２
０
２
１
年
前
半
は
一
挙
に

10
分
の
１
に
ま
で
減
少
し
、
か
つ
発
熱

科
医
も
経
験
が
乏
し
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
省
略
４
誘

導
で
は
V1
と
V6
し
か
胸
部
誘
導
が
記
録

さ
れ
な
い
た
め
、
V6
電
極
の
位
置
の
ず

れ
な
ど
に
起
因
す
る
左
右
心
室
心
肥
大

の
誤
り
、異
常
Ｑ
波
が
検
出
で
き
な
い
、

Ｔ
波
の
異
常
判
定
が
困
難
で
あ
る
な
ど

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
37

。

　
東
京
都
大
田
区
で
は
関
係
者
が
慎
重

に
検
討
し
た
上
で
、「
省
略
４
誘
導
＋

心
音
図
検
査
」
か
ら
「
標
準
12
誘
導
」

に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
心
電
図
の
判
定

時
間
が
短
縮
し
た
だ
け
で
な
く
「
左
室

肥
大
偽
陽
性
の
症
例
数
が
大
幅
に
減
っ

た
」「
二
次
孔
心
房
中
隔
欠
損
の
診
断

に
有
用
な
孤
立
性
陰
性
Ｔ
波
が
検
出
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
効
果
は
大

で
し
た
。現
場
で
の
検
査
所
要
時
間
は
、

「
省
略
４
誘
導
＋
心
音
図
検
査
」
で
も

「
標
準
12
誘
導
」で
も
差
は
な
い
そ
う
で
、

あ
く
ま
で
筆
者
個
人
の
見
解
で
は
あ
り

ま
す
が
、
発
注
す
る
側
の
学
校
関
係
者

や
自
治
体
関
係
者
に
は
ぜ
ひ
と
も
ご
一

考
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
小
学
４
年
生
で
の
検
診
の
必
要
性

　
か
ね
て
よ
り
日
本
小
児
循
環
器
学
会

な
ど
が
、
小
学
４
年
生
で
の
心
臓
検
診

の
必
要
性
を
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

　
筆
者
も
最
近
、
中
学
１
年
生
の
検
診

に
お
い
て
重
症
心
筋
症
や
エ
プ
ス
タ
イ

ン
病
、
頻
拍
発
作
既
往
の
あ
る
Ｗ
Ｐ
Ｗ

症
候
群
な
ど
を
診
断
し
ま
し
た
が
、
運

や
下
痢
・
嘔お

う

吐と

な
ど
急
性
感
染
症
関
連

の
ア
ク
セ
ス
理
由
が
大
幅
に
減
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
成
人
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19
用

病
床
の
確
保
に
迫
ら
れ
た
多
く
の
病
院

は
、
小
児
感
染
症
患
者
の
著
し
い
減
少

に
よ
り
空
床
が
目
立
つ
小
児
病
棟
を
成

人
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19
病
床
に
転
用
し
た

た
め
、
小
児
二
次
・
三
次
救
急
医
療
を

担
う
病
院
に
患
者
が
集
中
す
る
傾
向
も

目
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
貴
重
な
誌
面
を
お
借
り
し

て
手
短
に
学
術
集
会
の
ご
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19
流
行
の
蔓
延
は
あ

る
種
の
災
害
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
熱
海
市
に
お
け
る
土
石
流
を
例

に
す
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
各
地
で
の

河
川
の
氾
濫
、
大
型
台
風
や
地
震
な
ど

災
害
の
話
題
が
近
年
増
え
た
印
象
が
あ

り
ま
す
。
当
事
者
以
外
に
は
気
づ
か
れ

に
く
い
災
害
時
に
派
生
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
、
例
え
ば
医
療
圏
ご
と
の
小
児

の
在
宅
人
工
呼
吸
器
・
酸
素
使
用
者
数

の
把
握
な
ど
は
全
く
手
つ
か
ず
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19
流
行
に
よ
る
欝う
っ

屈く
つ

し

た
世
相
が
影
響
し
、
子
ど
も
の
自
殺
や

虐
待
な
ど
の
悲
惨
な
事
件
も
増
え
た
よ

う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
小

児
医
療
関
係
者
で
議
論
し
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
未
来
を
創
る
べ
く
、
筆
者
が

会
長
と
し
て
第
35
回
日
本
小
児
救
急
医
学

会
学
術
集
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た（
図
３
）。テ
ー
マ
は「
今

こ
そ
再
考
す
る
小
児
救
急
医
療
―
こ
ど
も

た
ち
の
未
来
を
紡
ぐ
」
で
、
２
０
２
２
年

７
月
29
〜
31
日
に
大
田
区
蒲
田
で
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://site.convention.

co.jp/jsep35/

）
を
通
じ
て
随
時
ご
報
告

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

1鮎沢衛：学校管理下突然死の現状と課題―救急蘇生・ＡＥＤ普及に伴うパラ 
 ダイムシフト．日本小児循環器学会雑誌 2016;32:485-497. 
2村上洋介,兪幸秀,江原英治,杉本久和：学校心臓検診で診断された心筋症の検 
 討．大阪市勤務医師会研年報 2006;33:12-16.
3植田孝,築谷学,大頭信義,ほか：省略4誘導心電図による小,中学校生に対する 
　学校心臓検診の心電図異常抽出の相違―特にQ波異常抽出と心臓系突然死疾 
　患の関連についての検討．日本心臓病学会誌 2009;3:174-179.
4日本小児循環器学会（編）：学校心臓検診実践マニュアルQ&A. 診断と治療 
 社, 2018, 東京
5）減らせ突然死プロジェクトhttp://aed-project.jp/movies/movie5.html
6）体育活動時等における事故対応テキスト：ASUKAモデルhttp://www.city. 
  saitama.jp/003/002/013/002/p019665.html
7）公益財団法人日本学校保健会：学校心臓検診の実際―スクリーニングから管 
　理まで―令和２年度改訂．日本学校保健会, 2021, 東京
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眠
気
に
は
、
適
応
外
で
す
が
少
量
の
非
定
型

抗
精
神
病
薬
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
（
エ
ビ
リ

フ
ァ
イ
R
）
を
用
い
た
治
療
法
が
提
案
さ
れ

る
な
ど
、
病
態
解
明
か
ら
治
療
ま
で
学
会
で

も
活
発
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

人
期
の
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
低
く
場
の
空
気
が
読
め
な
い
た
め
、

職
場
で
周
囲
と
協
調
し
た
行
動
が
で
き
ず
、

悪
気
な
く
他
人
を
傷
つ
け
る
言
動
を
と
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
こ
だ
わ
り
か
ら
意
見
が
対
立

し
や
す
く
業
務
に
支
障
を
来
し
て
し
ま
っ
た

り
と
、
産
業
衛
生
に
お
い
て
も
そ
の
対
応
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
神
経
発
達
症
は
、
子
ど
も
で
も
成
人

で
も
睡
眠
障
害
を
し
ば
し
ば
併
存
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
む
ず
む
ず
脚
症
候

群
（
入
床
す
る
と
下
肢
の
違
和
感
が
出
現
し

眠
れ
な
く
な
る
も
の
）
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症

な
ど
、
睡
眠
を
妨
げ
た
り
長
時
間
に
わ
た
っ

て
脳
の
低
酸
素
状
態
を
も
た
ら
し
た
り
す
る

睡
眠
障
害
が
、
小
児
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
似
た
症
状

を
呈
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
２
次
性
に
生
じ
た

ケ
ー
ス
以
外
で
も
、
不
眠
症
や
過
眠
症
、
ま

Ｓ
Ｄ
）
な
ど
の
神
経
発
達
症
と
睡
眠
障
害
と

の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
ど
も
は
、
授
業
中
落
ち
着

い
て
座
っ
て
い
ら
れ
ず
歩
き
回
っ
て
し
ま
う
、

衝
動
的
に
暴
言
を
吐
い
て
し
ま
う
な
ど
不
注

意
や
衝
動
性
を
特
徴
と
し
ま
す
。
一
方
Ａ
Ｓ

Ｄ
の
子
ど
も
は
、
視
線
が
合
わ
ず
共
感
性
に

乏
し
く
、
表
情
が
不
自
然
で
一
人
遊
び
す
る

子
ど
も
が
多
く
、
光
や
音
に
対
し
て
敏
感
で

あ
り
、
ま
た
言
葉
で
の
説
明
が
伝
わ
り
づ
ら

い
と
い
っ
た
傾
向
を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ら
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
Ａ
Ｓ
Ｄ
を
併
せ
持
つ
患
者

さ
ん
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
成
人
期
に
な
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
衝
動
性

は
成
長
と
と
も
に
落
ち
着
き
、
忘
れ
物
が
多

い
、
期
限
が
守
れ
ず
計
画
性
が
な
い
な
ど
の

不
注
意
症
状
が
主
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
成

今
、
注
意
欠
如
・
多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
や
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ

昨

た
リ
ズ
ム
障
害
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。

精
神
症
状
に
伴
っ
て
生
じ
た
社
会
不
適
応
や

気
分
障
害
に
よ
る
も
の
、
ま
た
神
経
発
達
症

の
治
療
薬
が
眠
気
や
不
眠
の
原
因
に
な
っ
た

も
の
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
睡
眠
障
害
の
原
因
が

な
く
て
も
不
眠
や
過
眠
、
リ
ズ
ム
障
害
な
ど

を
呈
し
や
す
い
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
デ
ー

タ
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
睡
眠
障
害
は
神
経
発
達
症
の
治
療
経

過
に
大
い
に
影
響
す
る
た
め
、
対
応
を
迫
ら

れ
る
症
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
複
合
的

原
因
に
よ
り
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
治
療
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
合
併

し
た
気
分
障
害
や
む
ず
む
ず
脚
症
候
群
、
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
治
療
、
神
経
発
達
症

の
治
療
薬
の
調
整
、
職
場
環
境
調
整
な
ど
多

面
的
治
療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
睡
眠
衛
生
指

導
を
は
じ
め
認
知
行
動
療
法
が
試
み
ら
れ
た

ほ
か
、
薬
物
療
法
と
し
て
は
概
日
リ
ズ
ム
睡

眠
・
覚
醒
障
害
に
対
し
て
メ
ラ
ト
ニ
ン
（
メ

ラ
ト
ベ
ル
R
）
を
用
い
た
治
療
法
、
日
中
の

睡
眠
障
害
か
ら
み
た

神
経
発
達
症
と
は

第     

回
15

1989年 東京慈恵会医科大学医学
部卒業。2012年 スタンフォード
睡眠研究所客員准教授、2014年 
東京慈恵会医科大学准教授、2019
年4月 久留米大学医学部神経精神 
医学講座准教授を経て、2020年11
月から現職。東京慈恵会医科大学
客員教授。日本睡眠学会理事・専
門医・学会認定試験委員会委員長、
日本時間生物学会評議員、日本臨
床神経生理学会認定医、日本精神
神経学会代議員・専門医・指導医。

小曽根 基裕
久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授

おぞね もとひろ

［執筆者］

図 睡眠障害とADHDの関係性
睡眠障害

ADHD（ADHD様症状）

伊東若子：医事新報2017,4852,P37より一部改変
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精神障害による
睡眠障害

概日リズム
睡眠障害

睡眠時
無呼吸
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感染症とともに生きる

リレーエッセイ 2vol.

●企画／堀 成美（国立国際医療研究センター 客員研究員）

地域から発信できる
感染症対策をめざして
シンプルな言葉、聞きやすい雰囲気で

基本を繰り返し伝え続ける

幼少期を約10年間、アメリカ・ボストンで過ごす。
2003年千葉大学医学部卒業。がん・感染症センター
都立駒込病院感染症科（医長、院内感染対策室長）で
勤務の後、2017年ハーバード公衆衛生大学院修士課
程修了。同大学院リサーチフェロー、国立国際医療研
究センター国際医療協力局を経て、2019年より現職。
国立国際医療研究センター客員研究員、東邦大学医学
部非常勤講師、杏林大学医学部非常勤講師を併任。

柳沢クリニック 院長

柳 沢  如 樹
やなぎさわ なおき

執 筆 者

は
、
研
修
医
1
年
目
の
時
に
担
当
し
た
。
そ
の

患
者
さ
ん
は
発
熱
が
数
カ
月
も
続
き
、
い
く
つ

か
の
病
院
を
受
診
し
て
も
診
断
が
つ
か
な
か
っ

た
た
め
、
感
染
症
の
専
門
病
院
で
あ
る
駒
込
病

院
を
受
診
し
た
。
詳
し
く
お
話
を
伺
う
と
、
発

熱
の
度
、
抗
生
剤
を
使
用
し
て
は
改
善
し
、
し

ば
ら
く
経
つ
と
悪
化
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
一
緒
に
担
当
し
た
諸
先
輩
方
の
お
力
も

あ
り
、
入
院
の
翌
日
に
は
診
断
が
確
定
し
、
治

療
開
始
と
と
も
に
速
や
か
に
解
熱
が
得
ら
れ
た

経
験
は
忘
れ
が
た
い
。
患
者
さ
ん
か
ら
「
こ
の

数
カ
月
間
の
し
ん
ど
さ
が
嘘
み
た
い
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
言
わ
れ
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と
同
時
に
、「
正
確
な

診
断
に
基
づ
く
治
療
」の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
感
染
症
と
対
峙
し
て
い
る
中

で
、「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」
と
い
う
こ
と

を
何
度
も
実
感
し
た
。
全
国
で
「
麻
し
ん
」
が

大
流
行
し
た
２
０
０
７
年
当
時
、
私
が
担
当
し

た
20
代
の
患
者
さ
ん
は
、
39
度
の
発
熱
と
全
身

の
発
疹
で
来
院
し
、
麻
し
ん
の
診
断
で
入
院
し

た
。
患
者
さ
ん
の
体
調
は
徐
々
に
回
復
し
て
き

た
が
、
あ
る
日
突
然
「
先
生
、
ト
イ
レ
に
行
っ

て
も
、
全
く
出
な
い
で
す
」
と
訴
え
て
き
た
。

そ
の
後
、
意
識
状
態
が
悪
化
し
た
た
め
、
麻
し

ん
の
重
篤
な
合
併
症
で
あ
る
脳
炎
と
診
断
。
幸

い
、
患
者
さ
ん
は
後
遺
症
も
な
く
退
院
で
き
た

も
の
の
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
が
未
接
種
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
予
防
の
重

要
性
を
痛
感
し
た
。◆

　
◆
　
◆

現
在
は
こ
れ
ま
で
の
感
染
症
領
域
で
の
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
少
し
で
も
地
域
の
方
々
の

力
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特
に
コ
ロ
ナ

禍
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
た

「
そ
の
症
状
な
ら
、
3
日
後
に
は
す
っ
か
り
よ

く
な
っ
て
い
る
よ
」。
子
ど
も
の
時
、
叔
父
が

私
に
か
け
て
く
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
医
師
で
あ

っ
た
叔
父
の
“
予
言
”
通
り
、
体
調
は
3
日
後

に
は
回
復
し
た
。
子
ど
も
心
に
「
な
ん
で
未
来

が
わ
か
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
不
思
議
な
気
持

ち
と
、
医
師
と
い
う
職
業
に
「
か
っ
こ
い
い
」

と
い
う
憧
れ
を
抱
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
あ
れ
か
ら
35
年
以
上
が
経
過
し

た
が
、
現
在
、
私
は
叔
父
が
開
設
し
た
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
、地
域
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
と
い
う
、

叔
父
が
生
前
最
も
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
を
実

践
し
て
い
る
。

◆
　
◆
　
◆

今
で
こ
そ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行

で
感
染
症
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

私
が
研
修
医
で
あ
っ
た
約
20
年
前
、
感
染
症
専

門
の
医
師
は
と
て
も
少
な
か
っ
た
。そ
れ
で
も
、

感
染
症
を
専
門
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、

診
断
が
つ
か
ず
に
感
染
症
で
苦
し
ん
で
い
た
患

者
さ
ん
を
数
多
く
診
療
し
た
か
ら
だ
と
思
う
。
　

中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

め
、現
場
で
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は「
科

学
的
な
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
正
確
な
情
報
」

と
い
う
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
東

京
都
や
東
京
都
看
護
協
会
、
学
校
関
係
者
か
ら

の
依
頼
で
の
講
演
、
企
業
か
ら
の
依
頼
で
感
染

症
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
地
域
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、
職
域
領

域
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
責
任
者
を
担
う
な
ど
、

自
分
が
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
2
つ
の
大
学
の
医

学
部
で
学
生
の
感
染
症
講
義
を
担
当
し
て
い
る

が
、
若
い
世
代
に
教
育
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
も
感
謝
し
た
い
。
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
来
院
す
る
患
者
さ
ん
に
は
い
つ
も
シ
ン
プ
ル

な
言
葉
で
、
感
染
対
策
の
基
本
を
繰
り
返
し
お

話
し
し
、
間
違
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
、
聞
き
や
す
い
雰
囲
気
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

作
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

◆
　
◆
　
◆

来
院
す
る
患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
く
質
問
に

「
先
生
は
感
染
症
の
ご
専
門
だ
か
ら
、
感
染
予

防
の
た
め
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

で
す
か
」
が
あ
る
。
私
は
「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
る
こ
と
を
、

自
分
自
身
、そ
し
て
自
分
の
家
族
に
も
話
し
て
、

毎
日
実
践
し
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
回
答
し
て

い
る
。
そ
れ
を
聞
く
と
、
患
者
さ
ん
は
皆
、
安

堵
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。
私
は
帰
宅
す
る
と
、

「
た
だ
い
ま
～
お
父
さ
ん
は
帰
っ
て
き
た
ら
ま

ず
何
を
す
る
の
？
」
と
ま
だ
幼
い
子
ど
も
た
ち

に
必
ず
聞
く
。
そ
う
す
る
と
、2
人
揃
っ
て「
て

を
あ
ら
う
～
」
と
元
気
に
答
え
て
く
れ
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
か
ら
発
信
で
き
る

感
染
症
対
策
を
、
地
に
足
を
つ
け
て
、
実
践
し

て
い
き
た
い
。

VOL.1  高
橋

 幸
子

VOL.2  柳
沢

 如
樹
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ニューノーマル 
口腔ケアはどう変わる？

コロナ禍もいよいよ２年を過ぎ
ようとしています。この間、歯科
受診を控えていた方もいらっしゃ
るでしょう。

最近のコクラン・システマティ
ック・レビュー１）では、ローリ
スクの人ならば、リコール間隔が
６カ月でも24カ月でも４年間のむ
し歯、歯周病、口腔保健に関する
クオリティ・オブ・ライフに差が
ないと結論されていました。です
から、リスクの低い人は定期検診
が２年空いてしまってもそれほど
心配することはないでしょう。た
だ２年以上空いていたら、そろそ
ろ行き時かもしれません。

このシステマティック・レビュ
ーでは、その他の結論とも併せて、
世界的なコロナ禍での歯科医療へ
のインパクトを考慮し「歯科治療
は最小侵襲で予防的な歯科臨床に

重きを置くべき」、また「効果の
ない処置は止めるべき」としてい
ます。

つまり予防歯科は大切ながら、
定期検診の間隔を６カ月以上にし
ても口腔の健康が損なわれない人
たちがいることがわかったので、
現在スタンダードである６カ月に
一度の定期検診の間隔も見直すべ
きだということです。

歯科定期検診では通常、歯と歯
の周りの組織（歯周組織：歯ぐき、
セメント質、歯根膜、歯槽骨）と
口腔内のその他の軟組織の検査を
します。

特にむし歯と歯周病は口腔二大
疾患で、歯の喪失の原因の大部分
を占めますので、歯と歯周組織の
検査がきちんとされていなければ
なりません２）。

そのうち歯周病は歯周組織に生

参考文献１）～３）はこちら ➡　

第 7 回

教育学士、Master of Dental Public Health, PhD（アイ
ルランド）、NPO法人「最先端のむし歯・歯周病予防を
要求する会」（PSAP）理事長

歯科医師

［執筆者］

西 真紀子
にし まきこ

定期検診の間隔と歯周病のこと

Photo by muraoka fumi
歯周病は歯の周りの組織（歯周組織）がだんだんと失われていく病気で、放置しておくとその歯は失われます

じる炎症ですが、自覚症状がなく
静かに進行することがほとんどで
す。少なく見積もっても日本の成
人の約５割、多く見積もると約８
割が罹患していると言われていま
す３）。

歯周組織検査では、歯と歯ぐき
の溝の深さ（mm単位）、溝を測
定した時の歯ぐきからの出血の有
無、歯の動揺度（４段階）、プラ
ーク量の４つを調べます。溝の深
さが４mmまでなら歯周病でも歯
肉炎と呼ばれる状態で元に戻る可
能性がありますが、それを超える
と歯周炎と呼ばれる状態になりま
す。歯周炎になると、失われた組
織は基本的に元に戻りません。

なお、溝の深さは疾患の結果を
表すだけですので、今まさに炎症
が亢進中なのかを判断するには、
溝の深さを測定した時の出血の有
無の方が頼りになります。

定期検診は歯周病の早期発見に
つながりますが、見つけるだけで
は意味がありません。定期検診で
溝の底に溜まっているバイオフィ
ルムを破壊・除去することが重要
です。そして何よりも日々の歯磨
きが良好であることが、歯周病を
こじらせないための鍵です。歯科
受診の間隔を延ばすためにも、ホ
ームケアを大切にしてください。
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「
月
経
」
と
い
え
ば
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
か

ら
逃
れ
隠
れ
て
い
た
間
に
ユ
ダ
ヤ
人
少
女
ア

ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク（
１
９
２
９
～
１
９
４
５
）

が
架
空
の
友
人
に
宛
て
て
書
い
た
と
い
う

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
が
今
も
な
お
読
ま
れ
続

け
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
メ
ン
ス
が
あ

る
た
び
に
…
…
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
３
回
あ

っ
た
き
り
で
す
が
…
…
面
倒
く
さ
い
し
、
不

愉
快
だ
し
、
う
っ
と
う
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
甘
美
な
秘
密
を
も
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
あ
る
意
味
で
や
っ
か
い
な
こ
と

で
し
か
な
い
の
に
、
そ
の
つ
ど
そ
の
内
な
る

秘
密
が
ふ
た
た
び
味
わ
え
る
の
を
待
ち
望
む

と
い
う
の
も
、
た
ぶ
ん
そ
の
た
め
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
面
倒

く
さ
い
し
、
う
っ
と
う
し
い
が
、
甘
美
な
秘

密
」
と
い
う
表
現
は
、
女
性
に
と
っ
て
月
経

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
い
う
意
味
合
い

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

あ
る
製
薬
企
業
が
２
０
１
０
年
８
月
に
、

20
～
49
歳
の
女
性
９
３
０
人
を
対
象
に
実
施

し
た
「
月
経
に
関
す
る
意
識
調
査
」
で
、「
あ

な
た
に
と
っ
て
月
経
と
は
？
」
と
聞
く
と
、

75
・
２
％
が
「
面
倒
く
さ
い
も
の
」、
54
・
３

％
が
「
憂
う
つ
な
も
の
」、
27
・
４
％
が
「
つ

ら
い
も
の
」
と
回
答
し
て
お
り
、「
女
性
で

あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
も
の
」（
21
・
１
％
）、

「
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
も
の
」

（
20
・
５
％
）
な
ど
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
図
）。

こ
の
よ
う
な
訴
え
を
改
善
す
る
目
的
で
開

発
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
Ｌ
Ｅ
Ｐ
製

剤
。
低
用
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ

ン
製
剤
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
月
経
困
難
症

に
効
能
・
効
果
が
あ
る
薬
で
、
保
険
適
用
の

あ
る
お
薬
で
す
。
成
分
は
避
妊
薬
で
あ
る
ピ

ル
と
同
等
で
す
の
で
、
避
妊
効
果
が
約
束
さ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
ピ
ル
や
Ｌ
Ｅ
Ｐ
製
剤
を
は
じ

め
と
し
た
女
性
ホ
ル
モ
ン
製
剤
を
上
手
に
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
月
経
の
回
数
を
減
ら
す

こ
と
、
月
経
周
期
を
調
節
す
る
こ
と
な
ど
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
自
由
自
在
。
ま
さ
に
「
月
経

を
支
配
す
る
女
性
」
に
な
れ
る
の
で
す
。

れ
る
の
は
当
然
で
す
。
わ
が
国
で
も

２
０
０
８
年
か
ら
続
々
と
Ｌ
Ｅ
Ｐ
製
剤
が
発

売
さ
れ
て
お
り
、
周
期
的
に
月
経
が
来
る
よ

う
に
す
る
方
法
（
周
期
投
与
法
）、
１
２
０

日
を
限
度
に
月
経
を
起
こ
す
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

投
与
法
、
77
日
間
女
性
ホ
ル
モ
ン
製
剤
を
服

用
し
７
日
間
休
薬
す
る
３
周
期
連
続
投
与
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
連
続
投
与
法
の
方
が
、

周
期
投
与
法
に
比
べ
て
「
生
理
用
品
の
必
要

な
日
数
」「
腹
部
膨
満
感
の
あ
る
日
数
」「
月

経
痛
の
あ
る
日
数
」が
短
く
な
る
こ
と
か
ら
、

世
界
で
は
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ル
を
飲
む
と
血
の
塊
（
血
栓
症
）
が
で
き

や
す
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
連
続
投
与
法
と
周
期
投
与
法
と
の

間
で
の
差
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
服
用
中
に
激
し
い
頭
痛
、
胸
が
苦
し

い
、
太
も
も
の
左
右
差
が
目
立
つ
な
ど
に
気

づ
い
た
ら
、
遠
慮
せ
ず
に
か
か
り
つ
け
医
に

女
性
が
抱
え
る

　健
康
問
題
と
そ
の
予
防

「
月
経
を
支
配
す
る
女
性
」に
な
ろ
う

第４話

自治医科大学を１期生として卒業
後、群馬県庁に在籍する傍ら、群
馬大学医学部産科婦人科学教室で
臨床を学ぶ。1988年から日本家族
計画協会クリニック所長。東京都
予防医学協会理事、日本母性衛生
学会常務理事。2018年より現職。

日本家族計画協会 会長

北村 邦夫
きたむら くにお

［執筆者］

あなたにとって月経とは？図

面倒くさいもの

憂うつなもの

つらいもの

妊娠の有無を告げるもの

女性であることを実感するもの

健康のバロメーターとなるもの

ないと困るもの

生活の支障になるもの

その他

バイエル薬品、月経に関する意識調査、2011
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図
に
子
ど
も
の
肥
満
・
生
活
習
慣
病
の

背
景
要
因
を
示
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
屋
外
で
の
身
体
活
動
、
遊
び
の
極
端
な

減
少
や
、
食
生
活
の
乱
れ
な
ど
に
よ
る
肥

満
の
増
悪
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
肥
満
の
背
景
要
因
も
複
雑
で
多
様
化
し

て
お
り
、
個
々
の
個
別
指
導
･
対
応
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
第
一
に
高
度
肥
満
と
判
定
さ
れ
た
場
合

で
す
。
子
ど
も
の
肥
満
の
分
布
の
約
9
割

以
上
は
中
等
度
か
軽
度
肥
満
で
す
。
早
期

に
対
応
す
れ
ば
、
そ
の
大
部
分
は
肥
満
を

軽
減
、
改
善
で
き
ま
す
が
、
高
度
肥
満
化

し
た
場
合
は
肥
満
が
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー

し
や
す
く
な
っ
て
成
人
期
肥
満
に
移
行
し

ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
有
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
に
内
臓
脂
肪
型
肥
満
で
す
。
内
臓

脂
肪
蓄
積
の
判
定
は
、
ウ
エ
ス
ト
周
囲
長

（
腹
囲
）
の
測
定
で
80
㌢
以
上
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
（
低
学
年
で
は
75
㌢
以
上
も

考
慮
）。
内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
皮
下
脂
肪
を
蓄
え
る
能

力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
脂
肪
肝
な
ど
の

異
所
性
脂
肪
蓄
積
が
生
じ
て
い
れ
ば
、
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
増
加
（
イ
ン
ス
リ
ン

炭
酸
飲
料
、
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
買
い

置
き
せ
ず
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
麦
茶
、
水
だ

け
に
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
も
家
族
の
協
力

が
必
要
で
す
。

②
毎
日
の
体
重
測
定
と
体
重
グ
ラ
フ
の 

　記
録
が
基
本

　
朝
の
洗
面
後
、
体
重
測
定
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
は
洗
面
と
体
重
測
定
を
リ

ン
ク
す
る
こ
と
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。
測
定
は
１
日
１
回
で
Ｏ
Ｋ
。

朝
体
重
を
測
る
こ
と
で
そ
の
日
の
過
ご
し

方
、
学
校
で
は
何
を
す
べ
き
か
を
思
い
起

こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
日
の
体
重
測

定
と
体
重
グ
ラ
フ
は
、
い
わ
ば
肥
満
を
治

す
薬
、
つ
ま
り
処
方
箋
な
の
で
す
。

感
受
性
の
低
下
）
を
生
じ
や
す
く
、
２
型

糖
尿
病
へ
の
進
展
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
、
特
に
警
戒
す
べ
き
肥
満
に
つ

い
て
表
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
表
２
に
示
す
５
本
柱
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

①
家
庭
の
環
境
整
備

　
子
ど
も
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
お
菓
子

な
ど
の
食
べ
物
を
置
か
な
い
こ
と
。
冷
蔵

庫
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
、清
涼
飲
料
水
、

③
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯

　
規
則
正
し
い
生
活
は
肥
満
を
解
消
す
る

近
道
で
す
。
生
活
を
不
規
則
に
さ
せ
る
夜

更
か
し
の
原
因
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
や
動

画
サ
イ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム

の
長
時
間
の
視
聴
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
や
中
高
生
で
は
特
に
問
題

で
す
。

　
こ
れ
ら
は
本
来
親
の
し
つ
け
の
問
題
で

も
あ
り
、
子
ど
も
に
こ
れ
ら
の
機
器
を
与

え
る
際
に
は
細
か
な
取
り
決
め
、
配
慮
が

必
要
で
す
。

④
食
事
に
つ
い
て
の
注
意

　
基
本
は
糖
質
・
脂
質
・
た
ん
ぱ
く
質
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
。
早
食
い
も
子

ど
も
の
肥
満
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で

す
。
こ
れ
を
治
す
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

の
繊
維
の
多
い
野
菜
を
よ
く
咀そ

嚼し
ゃ
くさ

せ
る

こ
と
で
す
。
夕
食
で
は
ま
ず
こ
の
野
菜
を

先
に
出
し
て
、
よ
く
咀
嚼
さ
せ
て
食
べ
た

後
に
ご
飯
、
主
菜
、
副
菜
な
ど
を
出
す
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
決
め
ら
れ
た
時
間
の
お

や
つ
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
内
容
は
果
物
や

和
菓
子
中
心
で
。

⑤
土
日
休
日
の
過
ご
し
方

　
起
床
時
間
に
多
少
の
差
は
あ
れ
、
休
日

も
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る
べ
き
で

す
。
特
に
大
事
な
点
は
、
身
体
活
動
を
家

族
と
と
も
に
十
分
に
行
う
こ
と
で
す
。
友

人
と
の
外
遊
び
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ゲ

ー
ム
な
ど
の
視
聴
時
間
の
大
幅
な
延
長
は

く
れ
ぐ
れ
も
避
け
る
べ
き
で
す
。

　
脂
質
異
常
で
は
家
族
歴
も
重
要
で
す
。

特
に
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
ヘ

テ
ロ
接
合
体
は
、
３
０
０
〜
５
０
０
人
に

１
人
の
出
現
率
で
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
の
親
子
三
代
の
垂
直
伝
搬
も
よ
く
み
ら

れ
ま
す
。
子
ど
も
で
も
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
は
３
０
０
㍉
グ
ラ
ム
／
㌥
リ
ッ
ト
ル

以
上
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は

１
８
０
㍉
グ
ラ
ム
／
㌥
リ
ッ
ト
ル
以
上
を

示
す
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
例
で
は
専
門
医
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

が
必
要
な
の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
健
診
に
て
し
ば
し
ば
遭
遇
す

る
の
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
み
ら
れ
る
高
Ｔ
Ｇ
血
症
と
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
で
す
。
ま
た
、
肥
満

の
家
族
性
複
合
型
高
脂
血
症
の
可
能
性
の

あ
る
遺
伝
性
の
高
脂
血
症
も
、
成
人
期
に

心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
脂
質
異
常
症

な
の
で
注
意
す
べ
き
で
す
。

　
子
ど
も
の
脂
質
異
常
で
は
、
成
人
と
異

な
り
、
い
き
な
り
投
薬
を
行
う
ケ
ー
ス
は

ま
れ
で
す
。
ま
ず
は
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
、
食
事
、
運
動
な
ど
で
対
応
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
２
次
性
の
脂
質
異

常
は
少
な
く
な
い
の
で
、
健
診
に
て
そ
の

原
因
が
不
安
な
場
合
に
は
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1976年３月31日本大学医学部卒業、2010年７月１日日本大学医学部教
授、2014年６月１日 神奈川工科大学応用バイオ科学部栄養生命科学科
教授、2020年より現職。専門は小児新生児脂質代謝学、小児生活習慣病。
日本小児科学会専門医、日本肥満学会専門医。

神奈川工科大学 健康医療科学部管理栄養学科 特任教授

岡田 知雄
おかだ ともお

［執筆者］

保健会館クリニックの
医師がお答えします！

子どもの肥満・脂質異常第 ４ 回

わが国で、子どもの肥満や生活習慣病予防が問題とされるようになったのは1970年頃から。
子どもの肥満の出現率がそれまでの２〜３倍に急増し、約10％の出現率となりました。
さらに近年はインターネット、スマートフォンの普及がめざましく、
中には依存症や睡眠不足などが顕著となり、子どもの肥満症の増悪因子ともなっています。
今号では、本会クリニックの小児健康相談室で肥満・コレステロールを担当している岡田知雄神奈川工科大学特任教授が、
子どもの肥満・脂質異常について解説します。

Q3
家
庭
と
学
校
で

子
ど
も
の
肥
満
を

治
す
ポ
イ
ン
ト
は
？

Q4
健
診
結
果
で

注
意
し
た
方
が
よ
い

脂
質
異
常
は
？

Q1
子
ど
も
の
肥
満
や

生
活
習
慣
病
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q2
健
診
結
果
で

注
意
し
た
方
が
よ
い
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

健診結果で警戒すべき肥満表１

① 高度肥満 成人期肥満症キャリーオーバー

② 内臓脂肪型肥満 肥満症、メタボリックシンドローム
新型コロナウイルス感染重症化

③ DOHaD 低出生体重児の既往
冠状動脈疾患への進展

④ 成長曲線から
低身長かつ肥満 ２次性肥満の精査　

⑤ 発達障害を有する肥満症 こだわりが強く治りにくい

⑥ 軽度肥満でも
2型糖尿病家族歴

肥満の増悪で
2型糖尿病へ進展しやすい

⑦ 黒色表皮症を伴う肥満　 高インスリン血症

家庭と学校で子どもの肥満を治すためのポイント表2

① 家庭の環境整備 家族の協力が必要

② 毎日の体重測定と
体重グラフの記録が基本 身体活動は学校生活時間帯を活かす

③ 早寝早起き朝ご飯 規則正しい生活

④ 食事についての注意 糖質、脂質、たんぱく質バランスよく

⑤ 土日休日の過ごし方 身体活動、親子や友人と

子どもの肥満・生活習慣病の背景要因図

成育環境の変貌
遊び場の減少
テレビ、ビデオ、携帯ゲーム機、
インターネット、スマートフォン、
睡眠不足

こころの問題
虐待、不登校、
いじめ、発達障害、
孤独、無気力

食の変貌
魚ばなれ
ファストフード、コンビニ　
清涼飲料水

妊娠出産環境の変貌
低出生体重児（DOHaD）※

帝王切開

背景要因の多様化・複雑化 ➡ 治療に難渋
社会全体としての背景要因対策 ➡ 構造的対応　

（学校保健、地域保健、教育・啓発）

※ DOHaDとは、Developmental Origins of Health and Diseaseの略

です。2500g未満の低出生体重児においては、母親の胎内にいる時期に、

低栄養などの胎内環境の影響を児が受けて、生存のための身体の構造や

機能の適応変化が生じて持続し、出生後の環境における環境ミスマッチか

らキャッチアップ成長による内臓脂肪蓄積の過剰や高度肥満へと進展し、

成人期に心筋梗塞などの生活習慣病（Non communicable diseases: 

NCD）で死亡しやすくなります。20世紀末に英国の疫学者Barker DJPが

最初に提唱し、Barker説と呼ばれています。
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重
が
減
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
週
６
、７

回
だ
っ
た
人
は
体
重
が
平
均
で
１
・
７
%
減

少
し
た
と
い
う
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す

1 

。こ
う
し
た
行
動
は
セ
ル
フ
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
、
自
分
の
行
動
や
状
況
を

客
観
的
に
見
守
る
こ
と
で
、
計
画
が
結
果
に

結
び
つ
い
て
い
く
様
子
が
可
視
化
さ
れ
、
さ

ら
な
る
行
動
継
続
へ
の
自
信
に
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
健
康
管
理
を
目
的
と
し

た
体
重
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
２
つ
お
伝
え
し

ま
す
。

　
１
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
体
重
計
。
ア
ナ
ロ

グ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
の
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ア
ナ
ロ
グ
は
細
か
い
単
位
を
読
む
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
毎
日
の
変
化
が
見
え
づ
ら
く
、

置
き
場
所
に
よ
っ
て
は
針
が
動
い
て
し
ま
う

の
で
誤
差
が
生
じ
や
す
い
の
で
す
。
日
々
の

変
化
を
数
字
で
把
握
し
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
体

重
計
を
な
る
べ
く
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
測
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
揃
え
る
こ
と
。「
起
床
後
お
手
洗
い
を
済

ま
せ
た
後
」
と
「
お
手
洗
い
や
歯
磨
き
を
済

ま
せ
た
就
寝
直
前
」
の
１
日
２
回
が
お
す
す

め
で
す
。
も
し
面
倒
で
あ
れ
ば
、
か
ら
だ
が

１
番
軽
い
状
態
で
あ
る
「
起
床
後
」
だ
け
で

も
Ｏ
Ｋ
。
体
重
計
は
目
に
つ
き
や
す
い
場
所

に
置
い
て
、
測
り
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
し

ょ
う
。ま
た
体
重
は
測
り
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、

数
値
の
記
録
を
つ
け
て
み
る
こ
と
も
よ
い
と

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

保健
師

コラム 応援
したい！

体重管理を始めませんか？
第 3 回

　
特
定
保
健
指
導
の
現
場
で
、
体
重
を
長
い

間
測
っ
て
お
ら
ず
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
体

重
が
増
え
て
い
る
受
診
者
様
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
体
重
管
理
の
習
慣
が
な
か
っ
た
私

で
す
が
、
体
重
計
に
毎
日
乗
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
日
々
の
自
分
の
行
動
と
体
重
の
増

減
の
関
係
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

体
重
が
増
え
る
と
ズ
ボ
ン
が
少
し
き
つ
く
な

っ
た
り
、
か
ら
だ
の
動
き
が
鈍
く
な
る
よ
う

な
気
が
し
た
り
。
体
重
が
増
え
て
い
る
時
は

お
菓
子
を
我
慢
す
る
、
ま
た
は
仕
事
帰
り
に

１
駅
歩
い
て
帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
体
重
測
定
に
関
し
て
、
米
国
心
臓
協
会
か

ら
、
測
定
の
頻
度
が
週
１
回
以
下
の
人
は
体

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
重
の
増
減
と
そ
の
日

の
運
動
量
や
食
事
量
、
関
係
し
て
い
る
も
の

が
目
で
見
え
る
と
、
体
重
管
理
も
行
い
や
す

く
な
る
は
ず
で
す
。

　
今
回
お
伝
え
し
た
体
重
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

は
減
量
中
の
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。た
だ
、

毎
日
計
測
す
る
こ
と
で
日
々
の
体
重
増
減
に

一
喜
一
憂
し
、
思
う
よ
う
に
減
ら
な
い
時
に

は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
体
重
計
測
は
減
量
に
有
用

で
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
負
担
が
強
く
な
る
よ

う
で
あ
れ
ば
無
理
は
せ
ず
、
い
つ
で
も
計
測

が
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
長
い
目
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続

け
て
い
た
だ
き
、
計
測
を
始
め
た
頃
の
体
重

と
比
較
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

浅田 ひなの
本会保健師

健康づくりを

体
重
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

１）糖尿病ネットワーク：「体重を毎日測定すべき」に賛否両論、AHA
https://dm-net.co.jp/healthdayjapan/2019/01/028835.php

体
重
と
生
活
習
慣

体
重
測
定
の
効
果

減
量
目
的
の
体
重
管
理

162022 WINTER

管理
栄養
士

コラム

　体重も内臓脂肪面積も増えて焦っているMさん。1
週間前からウォーキングと同時に炭水化物の制限を始
め、既に体重は－2㎏とハイペースで減っています。
しかし、元々はご飯を大盛りで食べていたことを聴き、
少し心配になりました。
　穀類に含まれる炭水化物は、糖質と食物繊維で構成
されています。食物繊維はメタボリックシンドローム
や2型糖尿病など多くの生活習慣病の発症率を下げま
す。穀類の極端な制限は、食物繊維の摂取量も減らす
ことにつながります。
◆糖質の働き
　糖質は筋肉や脳のエネルギー源として重要な役割を
担っています。そのため不足すると、①疲労感が強く
なる②集中力や判断力が落ちる③運動能力が低下する
④筋肉量が減少する（筋肉を分解しエネルギーを作り
出そうとするため）――といったことが起こりやすく
なります。運動をしていたら糖質はさらに必要です。
しかしMさんは「ご飯は太る」と渋い顔。本当にそう
でしょうか。
◆炭水化物の制限による減量効果
　日本人の食事摂取基準2020年版によると、肥満症
患者および過体重者を対象とした介入試験で、炭水化
物ではなく総摂取エネルギー量を減らすことに減量効
果が期待できるメタ・アナリシス※が多いという旨の
記述があります。Mさんの場合も、炭水化物を減らし
たことで総摂取エネルギーが減ったことが減量につな
がった可能性があります。

◆炭水化物の必要量
　炭水化物はからだにとって重要な役割を担っていま
すが、実はその必要量は科学的に明らかになっていま
せん。日本人の食事摂取基準2020年版では、目安と
して総摂取エネルギー量の50～65％とされています。
この基準を基に作成された食事バランスガイドでは、
成人男性の1食あたりのご飯の量は200ｇ（おにぎり
2個分）程度としています。また量だけにこだわらず
質に目を向け、白米よりも食物繊維やビタミン、ミネ
ラルが多く含まれる雑穀を取り入れることもおすすめ
です。
◆自分に合った食生活
　最後に、目標体重になってもご飯を全く食べない食
生活を続けられるか尋ねると、やや迷った後に「無理
だろうな…」とMさん。ご飯を全く食べないのではな

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

ご飯は太る？　

鶴田 浩子
本会管理栄養士

「食」サポート
運動を楽しく続けるための

第     回4

※メタ・アナリシス：複数の研究の結果を統合し、より高い見地から分析すること。

参考文献
「スポーツ栄養教室」監修：上西一弘（女子栄養大学教授）／女子栄養大学出版部

Mさんのプロフ
ィール

・33歳、男性
、会社員

・身長172ｃｍ
・体重77㎏

　

・内臓脂肪面
積90㎠

　（昨年：体重
72.5kg、内臓

脂肪面積79
㎠）

・運動：週１
～２回、

　朝食後ウォー
キングを1時間

　

◉ある日の食事
内容

朝：牛乳500ｍｌ

昼：サラダボウルLサイズ（鶏肉、ゆで卵、アーモンドを追加）

夕：鍋料理（豚肉、豆腐、白菜、ネギ、椎茸）大きめのお椀3杯分

30代男性の1日の推定エネルギー必要量　2700kcal※

※日本人の食事摂取基準（2020年版）より　数値は身体活動量レベルが「ふつう」の場合

　エネルギー産生栄養素バランス　たんぱく質13～20％、脂質20～30％、炭水化物50～65％

この日の摂取エネルギー量：1250kcal  

エネルギー産生栄養素バランス：たんぱく質 33.5％、

 
脂質50.1％、炭水化物16.3％

く、大盛りを普通盛りに変え、物
足りない分は野菜・海草・きのこ
類を食事の最初にたっぷりと、よ
く噛んで食べることをアドバイス
しました。減量の理想のペースは
1週間で体重の0.5 ～ 1％程度で
すので、Mさんの場合は約0.3 ～
0.7㎏です。無理なく続け、ゆっ
くりと減らしていきましょう。

［朝食］ ［昼食］ ［夕食］

◉Mさんのある日の食事内容

17 2022 WINTER



　
体
力
は
、
運
動
を
す
る
た
め
の
「
行
動
体

力
」
と
健
康
に
生
活
す
る
た
め
の
「
防
衛
体

力
」
の
２
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
「
防
衛
体
力
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　
防
衛
体
力
は
、
病
気
や
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
免
疫
力
や
抵
抗
力
、
環
境
に
適
応
す
る
能

力
な
ど
を
指
し
ま
す
1

。

　
行
動
体
力
と
同
様
、
防
衛
体
力
も
加
齢
に

よ
っ
て
落
ち
て
く
る
も
の
で
す
が
、
食
べ
物

を
よ
く
噛
む
こ
と
で
胃
腸
の
消
化
吸
収
を
高

め
る
、
湯
船
に
浸
か
り
か
ら
だ
を
温
め
る
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
の
工
夫
や
運
動
に
よ

っ
て
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
よ
う
な
筋
肉
に

負
荷
を
か
け
る
運
動
を
続
け
る
と
、
筋
力
が

つ
き
、
体
温
が
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

す
る
と
、
寒
さ
と
い
う
ス
ト
レ
ス
に
対
し
か

ら
だ
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
働
き
や
、

免
疫
細
胞
の
う
ち
の
一つ
で
あ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
※1

の
働
き
を
高
め
る
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
23

。

「
息
を
吸
う
」
時
は
、
吸
う
た
め
に
必
要
な

筋
肉
が
収
縮
し
て
肋
骨
を
広
げ
、
横
隔
膜
を

引
き
下
げ
て
、
肺
を
膨
ら
ま
し
ま
す
。「
息

を
吐
く
」
時
は
、
吐
く
た
め
に
必
要
な
筋
肉

が
収
縮
し
て
、
肋
骨
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

る
時
の
位
置
に
戻
し
、
横
隔
膜
が
緩
む
こ
と

で
を
肺
を
縮
め
ま
す
（
図
）。

　
在
宅
ワ
ー
ク
に
よ
り
座
っ
て
い
る
時
間
が

増
え
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
で
下
を

の
呼
吸
を
自
然
に
行
う
た
め
に
も
、
安
静
時

か
ら
呼
吸
を
し
や
す
い
状
態
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
の
動
画
＊
は
、
呼
吸
に
関
わ
る
筋
肉

を
動
か
し
て
、
深
呼
吸
し
や
す
く
す
る
た
め

の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。こ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、

立
位
で
行
う
と
、
背
骨
や
肩
甲
骨
、
肋
骨
が

参考文献1）～ 6）はこちらから▶※1…ナチュラルキラー細胞のことで、自然免疫の主要因子として働く細胞傷害性リンパ球（白血球の1つ）。
　　　全身をパトロールしながら、がん細胞やウイルス感染細胞を見つけ次第攻撃する役割を担う3）

※2…筋収縮の形態の１つ「等尺性収縮」のこと4）

連
動
し
て
動
き
、
そ
の
下
部
に
あ
る
骨
盤
も

連
動
し
て
動
き
ま
す
。
前
か
が
み
の
姿
勢
を

長
時
間
続
け
る
と
、
骨
盤
周
り
に
あ
る
腰
周

辺
の
筋
肉
も
緊
張
し
や
す
く
な
る
の
で
、
こ

ま
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ
等
を
行
い
、
筋
肉
を
動

か
し
や
す
い
状
態
に
整
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

松本 重美
本会健康運動指導士

健康

運動
指導
士

コラム をつけるコツ体力
●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

防衛体力とは何か？第 5 回

〈
運
動
の
基
本「
呼
吸
」を
整
え
る
〉

〈
防
衛
体
力
と
は
？
〉

向
く
時
間
が
延
び
た

な
ど
の
理
由
で
前
か

が
み
の
姿
勢
が
長
時

間
続
く
と
、
前
か
が

み
の
姿
勢
を
保
持
す

る
た
め
に
、
背
筋
や

首
周
り
の
筋
肉
が
長

さ
を
変
え
る
こ
と
な

く
、
一
定
の
力
を
発

揮
し
て
い
る
状
態
※2

に
な
り
ま
す
。
こ
の

状
態
が
続
け
ば
筋
肉

は
緊
張
し
、
呼
吸
を

す
る
際
の
筋
肉
の
動

き
も
ぎ
こ
ち
な
く
な

り
、
呼
吸
が
浅
く
な

り
が
ち
で
す
。

◆
　
◆
　
◆

　
運
動
時
は
、
筋
肉

の
収
縮
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出

す
た
め
に
、
酸
素
を

体
内
に
取
り
込
も
う

と
し
て
呼
吸
が
早
く

な
り
ま
す
。
運
動
時

＊ 動画はこちらから▶
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呼吸に関わる筋肉5）6）図

［背面］

僧帽筋 脊柱起立筋

胸鎖乳突筋

斜角筋

横隔膜
腹直筋

外腹斜筋

内腹斜筋

腹横筋

内肋間筋
外肋間筋

［前面］
息を吸う時の筋肉 息を吐く時の筋肉息を吸う時の筋肉

る
こ
と
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う
こ
と

は
、
不
安
を
興
奮
に
変
え
る
こ
と
に
よ
る
困

難
さ
へ
の
対
処
法
と
し
て
役
立
つ
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
し
て
本
書
で
は
多
く
の
研
究
結
果
を
引

用
し
て
、
実
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
ス
ト
レ
ス

に
つ
い
て
の
知
見
が
理
解
し
や
す
い
文
章
で

綴
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
と
は
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
を
脅
か
さ
れ
る
時
に
生
じ
る
も
の
で
す
。

ど
う
で
も
い
い
こ
と
に
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

な
い
か
ら
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
ス
ト
レ
ス
は
、
仕
事
、

健
康
状
態
の
悪
化
、
慢
性
の
痛
み
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
、
感
情
、
か
ら
だ
に
起
こ
る

反
応
、
心
身
の
問
題
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
合
い
、

さ
ら
に
は
ス
ト
レ
ス
を
力
に
変
え
て
い
く
た

め
の
指
南
書
と
し
て
本
書
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
読
者
に
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

え
方
に
変
わ
っ
た
と
記
し
て
お
り
ま
す
。

　
著
者
は
、
本
書
が
「
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

つ
き
合
っ
て
い
く
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

で
あ
る
と
称
し
て
お
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
困
難
な
問
題
に
直
面
し
て
も

自
分
は
乗
り
越
え
ら
れ
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
に

よ
っ
て
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う
ま
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
ス
ト
レ
ス

の
多
い
状
況
で
も
孤
独
に
陥
っ
た
り
せ
ず
、

苦
し
み
の
中
に
も
意
味
を
見
出
す
よ
う
に
な

る
、
と
説
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
書
の
構
成
は
「
ス
ト
レ
ス
を
見
直
す
」

と
「
ス
ト
レ
ス
を
力
に
変
え
る
」
か
ら
な
り
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
思
い
込
み
を
解
消
し
て
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
、
体
内
に
コ
ル
チ
ゾ

ー
ル
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
ス
ト
レ
ス
反
応
を
最
大
の
味
方
に
す

Book Review

お
す
す
め
の
一
冊

ケ
リ
ー
・
マ
ク
ゴ
ニ
ガ
ル

『
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
ス
ト
レ
ス
を
力
に
変
え
る
教
科
書
』

聖隷佐倉市民病院名誉院長。1973年千葉大
学医学部を卒業、整形外科入局。1982年ハ
ーバード大学留学を経て、1995年千葉大学
整形外科助教授。2004年より聖隷佐倉市民
病院副院長、院長を歴任し、2012年より現職。

南　昌平
みなみ　しょうへい

スタンフォードの
ストレスを力に変える教科書

ケリー・マクゴニガル 著
神崎朗子 訳
大和書房

者
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
健
康

心
理
学
者
で
あ
り
、
生
涯
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
け
る
講
座
を
通
じ
て
、
常
日
頃

か
ら
大
学
で
の
講
義
の
都
度
「
ス
ト
レ
ス
は

有
害
」「
健
康
に
悪
い
」
と
力
説
し
て
き
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
あ
る
時
、
米
国
の
成

人
３
万
人
を
対
象
に
し
た
ス
ト
レ
ス
に
関
す

る
調
査
研
究
の
、
８
年
後
の
追
跡
結
果
を
見

て
愕
然
と
し
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
に
伴
う
死
亡
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

死
亡
し
た
人
は
「
ス
ト
レ
ス
は
健
康
に
悪
い

と
考
え
て
い
る
」
人
の
み
で
、
強
度
の
ス
ト

レ
ス
が
あ
る
場
合
は
死
亡
リ
ス
ク
が
43
％
高

く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
健
康
に
悪
い
と
考
え

て
い
な
か
っ
た
人
は
死
亡
リ
ス
ク
の
上
昇
は

な
く
、
ス
ト
レ
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人
よ
り

も
低
値
で
あ
っ
た
と
す
る
研
究
結
果
を
目
の

当
た
り
に
し
た
の
で
す
。

　
著
者
は
そ
こ
が
考
え
方
を
方
向
転
換
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
以
後
は
、
ス
ト
レ
ス
を
排
除
す
る
と
い

う
考
え
方
か
ら
、
本
書
に
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に
ス
ト
レ
ス
を
前
向
き
に
捉
え
る
と
の
考

著
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本会の健康支援センターの仕事をご紹介します。

看護部は、婦人科・外来・健康診断（健診）の3つの担当制で構成されています。
婦人科担当は女性専用のフロアで検診・精検・女性外来・乳腺外来の
受付や検査介助を行っています。
また、外来担当は上部・下部内視鏡検査を中心に、医師とともに
安心、安全な検査や診療を目標に取り組んでいます。
健診担当は人間ドック・施設内健診・巡回健診で検査等を行っています。
現在、看護部には職員と短時間勤務者合わせて38人が在籍していますが、
そのうち５人は育休中です。
子育てしながら働きたい女性を応援しつつ、ワンチームとなり仕事をしています。
それでは、担当ごとの仕事をご紹介します。

看護部

婦人科のフロアには子宮がん検診、乳がん検診、精密
検査センター、乳腺外来、女性外来があります。子宮が
ん・乳がんの検診で精密検査が必要となった場合に、子
宮がんは精密検査センターで、乳がんは乳腺外来で、よ
り詳しい検査を行います。
また、女性外来では子宮筋腫や更年期障害などの女性
特有の疾患に対応しています。受診者様がスムーズに検
査・診察を受けられるように、関連部署と連携を図りな
がら丁寧な対応を心がけています。

婦人科

本会の保健会館クリニックには消化器、糖尿病、甲状
腺、循環器、呼吸器等々…さまざまな専門外来が開かれ
ています。また、健康診断で精密検査が必要とされた方
も受診されます。受診者様の状況に応じて、採血、超音
波、レントゲン、心電図などの検査にご案内します。
さらに、インフルエンザワクチン、麻しん風しん混合
ワクチン、肺炎球菌ワクチン、新型コロナワクチンの接
種も行っています。

外来：専門外来等

内視鏡室では、内視鏡技師の資格を持つ看護
師が中心となり、受診者様一人ひとりの状態に
合わせた対応を行っています。
胃がん検診の胃部X線検査で再検査が必要と
された方には食道・胃・十二指腸をみる上部内
視鏡を、大腸がん検診の便潜血検査で陽性だっ
た方には大腸をみる下部内視鏡を行っています。
また、人間ドックや自治体のがん検診で上部
内視鏡検査を選択される方への検査や、外来を
受診された方に対する検査も行っています。

外来：内視鏡

です！健康支援センター
こんにちは！

内視鏡検査は、上部・下
部ともに医師がスコープで
撮影を行いながら調べます。
気になる部分があった場合
はその場で組織を採取し、
治療が必要なものかどうか
判定します。
また、下部内視鏡では、
ポリープの大きさや形態に
よって切除術（コールドポ
リペクトミー）を行うこと
もあります。

・検査の方法

感染防止のため清潔な状態を保つ
よう、スタンダードプリコーション
（標準予防策）と感染経路予防策を
徹底し、検査に当たっています。ス
コープは１回ごとに最新の自動洗
浄・消毒装置を用い、さらに過酢酸
による高水準消毒で丁寧に消毒を行
っています。スコープにはそれぞれ
番号がつけられており、使用した受
診者様や洗浄機の履歴と合わせるこ
とで、万一の際に感染経路を追跡で
きるようにしています。
今回のコロナ禍を受け、以前より
さらに完全防備で安全・安心に検査
を進められるよう努めています。

・感染対策
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受診者様に安心して受診していただけるよう、私たち看護師はナースミーティングをはじめとする
研修や講習などを随時行い、スタッフの知識や技術のレベルアップを図っています。
受診者様一人ひとりのニーズにお応えするために、専門的な知識の習得に加え、

検査準備から終了まで安心して受診していただけるよう、真摯な対応を心がけています。

健康診断は、生活習慣病をはじめ、さまざまな病気
の早期発見や予防を目的として行われます。
このうち看護部は、主に採血、視力、血圧、問診な
どを担当しています。

健康診断（健診）

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 地域・学校保健事業部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側弯症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院
名誉院長

岡田知雄
神奈川工科大学

健康医療科学部特任教授

鈴木眞理
跡見学園女子大学
心理学部特任教授

外来日 第３木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後 第２月曜日 午後
第４金曜日 午後 第３火曜日 午後 第２木曜日 午後

採血は、自覚できない病気を早期発見し、生活習慣
を見直すきっかけになる、とても重要な検査です。
本会では従来採血に使用していた「直針ホルダー」
を「翼状針ホルダー」に切り替え、人間ドック・各種
健診の採血に使用しています。翼状針を使用すること
により、神経損傷等のトラブルやリスクが減少し、受
診者様には痛みが少なく、より安全に採血を受けてい
ただけるようになりました。
また、採血の後に使用する止血ベルトは、感染対策
として自着性のある伸縮包帯を採用しています。手で
押さえずに止血ができ、使い捨てのため衛生的です。
以上のような物品を使用することで、コロナ禍の中
でも受診者様に安心して精度の高い健康診断をお受け
いただけるよう心がけています。

・採血について
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国際協力NGO

ジョイセフとは

ジョイセフは、世界の女性の命と健康を守る
ために活動している日本生まれの国際協力
NGOです。1968年創立。国連、国際機関、
現地のNGOや地域住民と連携し、アジアや
アフリカで、保健分野の人材養成、物資支援、
プロジェクトを通して生活向上等の支援を行
っています。2018年4月、創立50周年を迎
えました。

　
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
２
０
０
４
年
か
ら
「
思
い

出
の
ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト
」
と
い
う
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。
日
本
で
大
切
に
使
わ
れ
た

ラ
ン
ド
セ
ル
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど

も
た
ち
に
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
18
年
間
で
約
24
万
個
を
贈
り
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

女
性
の
就
学
率
が
低
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

す
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
受
け
取
る
こ
と
で

人
々
の
意
識
に
変
化
が
芽
生
え
、
女
の
子
も

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
学
校
へ
通
う
の
が

一
般
的
に
な
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
10
月
、
タ
リ
バ
ン
に
よ
り
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
が
掌
握
さ
れ
て
か
ら
、

初
め
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
配
付
し
ま
し
た
。
配

付
に
は
タ
リ
バ
ン
も
立
ち
会
い
、
公
式
に
賛

意
を
示
し
ま
し
た
。

　
タ
リ
バ
ン
の
統
治
と
な
っ
た
今
こ
そ
、
男

女
平
等
の
教
育
を
象
徴
す
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を

贈
り
続
け
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思い出の
ランドセルギフト

日本での役割を終えたランドセルが
学校を再開したアフガニスタンで活躍しています。

ランドセルの
寄贈方法

❶ランドセル1個につき1,800円の海外輸送費募金を振り込む

❷ランドセルを指定倉庫に送付する（送料は寄贈者負担）

詳細はジョイセフホームページ
（joicfp.or.jp/rand）で

母子の命を救う
緊急食料支援にも
ご協力ください！

　アフガニスタンは現在、干ばつや新型
コロナウイルス感染症の影響に加え、政
変により国際社会からの援助が滞り「過
去最悪」といわれる飢餓状態にあります。
　ジョイセフが支援するジャララバード
の母子保健クリニックには連日、明日食
べる物がない栄養失調の乳児や妊産婦が
診療を受けに訪れています。
　こうした状況を受け、ジョイセフは緊
急の「食料支援パッケージ」配付のため
のクラウドファンディングを立ち上げま
した。ぜひご支援をお願いします。

食料パッケージ
１セット（1万2,600円）の例※

小麦粉20kg・お茶1kg・料理油5ℓ・
砂糖7kg・豆3.5kg・洗濯石鹸12個・
手洗い石鹸6個とその配付関連費　

※現地で1世帯（平均的な7人家族）が1ヵ月暮らすために必要な最低限の物資

クラウドファンディングの
詳細はこちら。
https://readyfor.jp/projects/joicfp2021

緊急食料支援パッケージを受け取った家庭の様子（右）　
クリニックで栄養指導を受け料理教室で食事をする幼児（左）

［
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
変
後
の
危
機
］
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本会の活動から
　第66回予防医学事業推進全国大会が11月５日、
「コロナ禍での国民の予防医学活動の充実を考
える」をテーマに東京都新宿区で開催された。
コロナ禍に配慮し、受賞者など最低限の支部職
員約40人が参加。ライブ配信された。
　記念式典では、予防医学事業の発展・向上に
顕著な功績のあった約40人の表彰が行われ、本
会からは専務理事の小川登に感謝状（国井記念
賞）が、検診検査部長の神宮字広明に中央会賞
（小宮記念賞）が、検診検査部と情報管理部の
職員２人に奨励賞が贈られた。
　また記念対談では「COVID-19パンデミック
下での健診の課題――安心安全な健診体制と受
診のメリット」をテーマに、尾身茂氏（地域医
療機能推進機構理事長）と櫻林郁之介氏（予防
医学事業中央会理事長）による対談が行われた。

　本会では毎年、東海大学医学部看護学科が行
っている公衆衛生看護学に関する統合実習に協
力している。今年も10月14日に７人の学生を受
け入れた。実習では、労働衛生機関における看
護職の役割についての聴講および保健相談の見
学が行われた。

　本会では毎年、産業医科大学が行っている産
業医学現場実習に協力している。この実習は、
現場における産業医の役割と活動を学生が実際
に体験することで、産業医業務に関する理解を
深め、産業医志向をより高めることを目的に、
全国の事業所で行われている。今年は11月15
～ 19日の５日間、医学生２人を受け入れた。

　本会では練馬区立大泉中学校からの依頼に応
え、11月16、17日の両日、中学生の職場体験学
習に協力した。この職場体験は、適切な勤労観、
職業観育成の一環として行われるもの。本会で
は２日間にわたり９人の生徒を受け入れ、本会
の主たる事業である健診・検査の現場を見学、
体験していただいた。

・第54回日本小児内分泌学会学術集会がWeb
開催（10月28 ～ 30日ライブ配信、11月15日～
12月13日オンデマンド配信）され、小児スクリ
ーニング科長の小西薫と職員の渡辺和宏が参加。
本学術集会の最優秀演題賞・若手優秀演題賞候
補口演として、渡辺和宏が「東京都における
LC-MS/MS法を用いた副腎過形成症スクリー
ニング二次検査法の検証」と題し発表した。
・第55回日本側彎症学会学術集会が11月５～６
日、静岡県浜松市でハイブリッド開催され、事
業本部地域・学校担当本部長の阿部勝已と同部
長の高橋政道、同課長の韓宗玄が参加した。
・第60回日本臨床細胞学会秋期大会が11月20 ～
21日鳥取県米子市で開催（11月20日～ 2022年
１月13日オンデマンド配信）され、検査研究セ
ンター長・健康支援センター長の久布白兼行と
職員５人がWebで参加した。
・第31回日本乳癌検診学会学術総会が11月26 ～
27日、京都府京都市で開催（オンデマンド配信
12月10 ～ 24日）され、がん検診・診断部長の
坂佳奈子が参加。ワークショップでは「職域検
診の問題点」と題し、特別企画では「東京都に
おけるコロナ禍での乳がん検診」と題し講演し
た。

産業医科大学生の現場実習に協力

東海大学生の現場実習に協力

第66回予防医学事業推進全国大会が開催

学術集会への参加等

中学生の職場体験活動に協力
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Web Seminar Information

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131  内線2241、2242

問い合わせ

第302回ヘルスケア研修会

職域でのアルコール問題対策
「減酒」から「断酒」まで幅広く支援する

さくらの木クリニック秋葉原 院長倉持 穣 氏講　　師

2022年１月17日～４月14日配信期間

第301回ヘルスケア研修会

新型コロナと喫煙・受動喫煙
コロナ禍でのタバコ対策

東京都医師会タバコ対策委員会アドバイザー
中央内科クリニック 院長村松 弘康 氏講　　師

2021年１1月15日～2022年2月14日配信期間

第261回学校保健セミナー

知っておきたい子どもの睡眠の現状と課題

東京都予防医学協会 地域・学校保健事業部  
03-3269-1131

問い合わせ

無料聴 講 料
東京都学校保健会、東京都予防医学協会主　　催

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html

以下のURLまたは右の２次元コード
からアクセスしてください。配信方法

無料聴 講 料

健康管理コンサルタントセンター
東京都予防医学協会主　　催

講　　師 東京ベイ・浦安市川
医療センター CEO（管理者）神山 潤 氏

2021年11月15日～2022年２月14日配信期間

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/news/seminar/263_gakkohoken.html

以下のURLまたは右の２次元コード
からアクセスしてください。配信方法

講　　師

第263回学校保健セミナー

がん予防とHPVワクチン接種
日本大学医学部産婦人科学系
産婦人科学分野 主任教授川名 敬 氏

2022年1月11日～3月31日配信期間

講　　師

第262回学校保健セミナー

アスリートの健康―女性アスリートの三主徴
東洋大学ライフデザイン学部
健康スポーツ学科 教授岩本 紗由美 氏

2021年12月１日～2022年２月28日配信期間
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●『よぼう医学』は本会ホームページ（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp）からもご覧いただけます。
※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

Eメール koho@yobouigaku-tokyo.jp
F A X 03-3269-7562
T E L 03-3269-1131

◉送付先の変更・送付中止について
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室
までお知らせください。

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人東京都予防医学協会 広報室
TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理コンサルタントセンターの幹事であ
る医師が事業所、学校、各種団体の健康
管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

健康管理コンサルタントセンター
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を
お引き受けします

　日頃より、公益財団法人東京都予防医学
協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くだ
さりありがとうございます。

◉個人情報の取り扱いについて

　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている
皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、役
職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の「個人情報の取り扱いについて」に沿って適正に管
理しております。送付名簿からの削除や変更を希望される
場合には、お手数ですが、下記広報室までご連絡ください。

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

長期化するコロナ禍が人々の心やからだに

大きな影響をおよぼしています

本会は、質の高い健診と検査、心を込めたサービスで、

皆様の健康の保持、増進のお手伝いができるよう

今年も邁進する所存です

どうぞよろしくお願いいたします

公益財団法人東京都予防医学協会 
役職員一同
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「なぜ良い行動
が

できないのか？
」

を分析し、
対象者の行動変

容を

科学的にサポー
ト！

「なぜ良い行動
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できないのか？
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を分析し、
対象者の行動変
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いま大注目の
　　　　「ナッジ」

に注目した、

　　　　　行
動変容のための

指導用教材！
テーマは
全５種類

詳しくは
紹介ページを
ご確認ください！

詳しくは
 こちら
から！

●運動編
●野菜摂取編
●間食編
●体重計測編
●減塩編

あの

一般社団法人 日本家族計画協会 TEL：03-3269-4727　FAX：03-3269-2658ご注文・お問い合わせはコチラまで


